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高
梁
市
制
発
足
一
周
年
記
念
式
典

を
、　

月
１
日
総
合
文
化
会
館
で
開

１０

催
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
地

元
選
出
の
国
会
議
員
、
県
や
周
辺
市

町
、友
好
都
市
の
茨
城
県
筑
西
市（
旧

下
館
市
）、
熊
本
県
山
鹿
市
（
旧
鹿
本

町
）、
高
知
県
大
正
町
、
北
海
道
奈
井

江
町
か
ら
の
ご
来
賓
な
ど
、
約
７
０

０
人
が
出
席
し
、
ま
す
ま
す
の
発
展

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　　

高
梁
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
開

式
に
先
立
ち
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
国
歌
斉
唱
の
後
、
新
し

く
決
ま
っ
た
市
民
憲
章
と
、
市
の
花

「
さ
く
ら
」、市
の
木「
あ
か
ま
つ
」、市

の
鳥
「
ヤ
マ
セ
ミ
」
の
発
表
を
市
内

７
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
生
徒
が

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
秋
岡
市
長
の
式
辞
、
安
原

議
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
合
併
に
功
労
の
あ
っ
た

旧
高
梁
市
長
の
立
木
大
夫
さ
ん
を
は
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じ
め
旧
４
町
長
、
旧
市
議
会
・
旧
４

町
議
会
の
議
長
が
、
総
務
大
臣
表
彰

と
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
旧
高
梁
地
域
合
併
協
議

会
委
員
の
皆
さ
ん　

人
に
、
市
長
か

２２

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
祝
電
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
各
地
域
局
管
内
か
ら

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し

た
。
成
羽
地
域
か
ら
は
、
成
羽
備
中

神
楽
育
成
会
の
「
備
中
神
楽
（
子
ど

も
神
楽
）」、
備
中
地
域
か
ら
は
、
す

ず
め
の
会
に
よ
る
「
民
謡
踊
り
」、
川

上
地
域
か
ら
は
、ひ
ま
わ
り
会
の「
笠

踊
り
」、
有
漢
地
域
か
ら
は
有
漢
町
銭

太
鼓
同
好
会
に
よ
る
「
銭
太
鼓
」、
高

梁
地
域
か
ら
は
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｌ
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス

が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
終
了
後
、

記
念
行
事
と
し
て
、
高
梁
が
舞
台
と

な
っ
た
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ　

口

笛
を
吹
く
寅
次
郎
」
に
も
出
演
し
た

女
優
の
竹
下
景
子
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
市
長
と
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　新高梁市は、高梁地域１市４町が

一体となることによって、効果的、効

率的な自治体運営を目指して、発足

したものでございます。

　誕生一周年を迎えましたことは、私

ども議会にとりましても、誠に感慨深

いものがございます。合併協議に際

し、また、新市発足後の市政運営に際

して、皆様から賜りました格別のご理

解とご指導、そしてご支援に対しまし

て、心から感謝申し上げる次第でご

ざいます。

　旧１市４町は、政治、経済、文化、市民生活など、あらゆる場

面で古くから強いつながりを保ち、ひとつの圏域を形成し、これ

まで互いに助け合い、協力し合いながら発展を続け、今日の姿

を見ております。美しく豊かな自然に恵まれ、備中松山城や吹

屋ふるさと村などの名所旧跡とともに、備中神楽や松山踊り、

渡り拍子など、多くの伝統文化を今に伝えてきており、各種の

文化施設やそれぞれ地域の特性を生かした交流施設をも多

数有しております。そして何より、市民皆様の新市に対する熱

い思いがございます。

　現在、私どもは、今後の長い将来へ向けての基礎となるべき

様々な計画の策定に、議会、執行部一丸となって取り組んでい

るところでございますが、新市には、産業の振興、若者定住の

促進、救急・医療体制の確立、行財政基盤の強化等々、解決す

べき重要な課題や問題が山積しております。

　議会といたしましては、合併協議の中でまとめ上げられまし

た「新市建設計画」を最大限に尊重しながらも、本市のおかれ

た環境を直視し、合併の制度的な恩恵に甘えることなく、きび

しい取捨選択をすることによって、これら諸問題、諸課題に的

確に対応してまいります。市民が豊かさを実感しつつ、愛し、誇

ることのできる新市を創るため市議会議員一同、市民皆様とと

もに、英知を結集し、渾身の努力を傾けてまいる決意でござい

ます。

　市民皆様には、高梁市の健全な発展のため、これまで以上

のご理解とご指導、ご鞭撻を賜りますとともに、益々のご健勝

とご多幸をご祈念申し上げます。

　本市は、昨年１０月１日「文化

を育み健やかで活力のあるま

ち」を都市像に旧高梁市・有漢

町・成羽町･川上町・備中町が

合併し、新「高梁市」として発

足したところでございます。平

成の大合併では県内第１号の

新自治体であり、市制発足一周

年のこの日を迎えることがで

きましたことは感慨ひとしお

のものがございます。

　平成１３年９月の合併問題任意研究会の設立以来、平成

１４年６月設置の高梁地域合併問題任意研究協議会、平成

１５年５月には高梁地域合併協議会と、研究会の発足から

数えて通算３年の長きに亘り合併協議・調整を重ねてま

いりました｡

　高梁地域合併協議会の方々はもとより市民の皆様、そ

して関係各位のご理解、ご協力に改めて敬意を表します

と共に、感謝申し上げる次第でございます。

　本市は、長い歴史の中で脈 と々受け継がれてきた伝統

や文化に富み、また豊かな自然に恵まれ、ニューピオー

ネ・トマトなど誇れる農産物などの資源を有しております。

　こうした高梁ならではの特性を生かし、市民参画と交

流・連携を基本に、“適地適策”を進め、将来に希望の

持てる郷土づくりに一歩一歩着実に市民の皆様と歩ん

でまいりたいと考えます。

　特に本年度は、本市の施策の柱となる総合計画の策定

をはじめ、本市の将来を見据えたそれぞれ事業の調査・

研究を行い、企画・立案する「計画元年」と位置付け取

組んでいるところであります。

　市民が元気であれば町内も元気です。町内が元気なら

市全体が元気です｡市民と行政が一体となって、仕事や

地域活動などを通じ、いつも前向きにキラキラ輝く元気

なまちの実現に全力で取り組んでまいります。

　今後とも市民の皆様のご支援とご指導・ご協力を賜り

ますようお願い申し上げますとともに、ご健勝とご多幸

を心より祈念いたします。

高梁市議会議長

安　原　幹　人
高梁市長

秋　岡　　毅

豊かさが実感でき、誇れるまちづくりを キラキラ輝く元気なまちに
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